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低GWP 冷媒搭載　超低温恒温( 恒湿) 器

FX631N-E ／ FL631N-E

R-23代替冷媒R-469Aを採用した国内唯一の超低温恒温(恒湿)器

エタックは、オフィシャルパートナー企業である 独Weisstechnik社が開発した新冷媒「R-469A」搭載装置の開発に成功。困難だと言われていた超低温恒温(恒湿)器における高GWP冷媒の不採用を実現いたしました。 エタックは低GWP冷媒の積極的な採用促進で地球温暖化の課題に取り組みます。
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■低GWP新冷媒　R-469A

新冷媒「R-469A」のGWP値は1357と低く、R-23(GWP14800)に対しては90%以上、R-508Aに対しても75%以上を削減しています。

欧州Fガス規制に対応しながら、R-23と同等の性能を有し、不燃、無毒、非腐食性の新冷媒であり、使用方法や費用対効果においても何ら妥協することのない画期的な新冷媒です。新冷媒R-469Aの特徴や日本国内での販売につきましては下記の詳細ページをご覧ください。
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	低GWP 冷媒R-469A のご紹介





	型式	FX631N-E	FL631N-E
	
温度範囲

	
－    60 ℃～ 100℃　【－60℃～150℃】


	
湿度範囲

	
20～98％ rh

	
—


	
内寸法（W×H×D mm）

	
1000×1000×800


	
外寸法（W×H×D mm）

	
1280×1914×1390


	
内容量（リットル）

	
800


	
冷凍機

	
DC インバータ制御空冷ロータリ冷凍機（2 元冷凍方式）


	
冷媒

	
R-448A + R-469A


	
GWP値

	
R-448A：1387／R-469A：1357


	
加湿水

	
イオン交換水又は蒸留水

	
—


	
電源

	
AC200Ｖ3φ　50/60Hz　電圧変動幅±10％


	
最大負荷電流

	
43

	
35


	
運転電流

	
28

	
26
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低GWP冷媒搭載　超低温恒温（恒湿）器
HIFLEX NEO-ELシリーズ

HIFLEX NEO-Eの使いやすさと高い環境性能を継承しながらも
ハイコストパフォーマンスを追求したベーシックモデル、HIFLEX NEO-ELシリーズ。
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ETAC環境試験器の「安心・快適・手間いらず」という常に使う人の視点に立った基本コンセプトと高い環境性能を継承したベーシックモデルです。

    定速冷凍機に低GWP新冷媒R-448Aを採⽤し、−35℃〜+100℃という幅広い温度範囲※をカバーしながらも⻑期の温湿度試験に最適な仕様です。

※オブションにより150℃、180℃まで拡張可能




長時間の恒温恒湿試験をサポートする、“安心・快適・手間いらず” の機能を標準装備



●GWP値1387の新冷媒R-448Aを採用

	従来の冷媒R-404Aに比較して環境への負荷を65％低減。国内環境試験器メーカー初となる2025年までのGWP目標値1500以下を大きくクリアしました。


●85℃85%・1000時間連続運転を実現

	Eシリーズでご好評を頂いている蒸気回収システムをELシリーズにも標準搭載。試験槽内の水蒸気の一部を、一定の水質を維持しながら回収し凝縮水として再利用します。


●加湿水殺菌装置で水質を維持

	サブタンク内の加湿水に定期的に紫外線を照射し、雑菌の繁殖を抑制。ぬめりや水垢による給水トラブルを未然に防止します。


●冷却コイルに耐腐食性に優れた素材を採用

	槽内の冷却コイルに新素材を採用し、有機酸系物質などの環境因子により発生する腐食を大幅に低減します。
※腐食性物質の投入を推奨するものではありません。


HIFLEX NEO-EL　仕様表


	型式	FX(FL)411N-EL	FX(FL)421N-EL	FX(FL)431N-EL
	
温度範囲

	
−35℃～+100℃（−35℃～150℃）


	
湿度範囲

	
20～98％rh(FXモデルのみ)


	
内寸法（W×H×D mm）

	
600×750×600

	
700×950×700

	
1000×1000×800


	
外寸法（W×H×D mm）

	
880×1653×1195

	
980×1853×1295

	
1280×1914×1395


	
内容量（リットル）

	
270

	
465

	
800


	
冷凍機・冷媒

	
空冷ロータリ冷凍機・R-448a(GWP値1387)


	
加湿水

	
イオン交換水又は蒸留水(FXモデルのみ)


	
電源

	
AC200V3φ　50/60Hz  電圧変動幅±10%


	
最大負荷電流(A)

	
25(FX)／20(FL)

	
30(FX)／25(FL)

	
38(FX)／30(FL)




※仕様は改善・改良のため、予告なく変更することがありますので、ご了承ください。
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300℃仕様WINTECH特長

パワーデバイスの信頼性評価用にあらゆる基本性能を高めた 300°C仕様

■業界最短の復帰時間を実現

高い熱交換効率の冷熱回路システムと、蓄冷／蓄熱材の最適化に加え、エタック独自のSR機能が最短時間での温度復帰を実現します。


    [image: ]

    SR機能OFF

    300℃→−40℃

    有試料　アルミ片 2.5Kg

    風上温度復帰時間

    9分22秒
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    SR機能ON

    300℃→−40℃

    有試料　アルミ片 2.5Kg

    風上温度復帰時間

    2分37秒
  

■最短復帰時間を可能にした低温復帰時間短縮機能（SR）

（SR：Shortening Recovery time to Low temperature Function）

２ゾーン試験時に「高温さらし」から「低温さらし」に移行する際、設定した温度になるまで外気導入を行うことで、低温復帰時間を大幅に短縮します。特に温度幅が大きい条件や有負荷時に於いて、試料の温度復帰時間を早める効果が期待できます。


    ※SR機能動作範囲

    [image: ]
  


    ※SR機能動作中のダンパー状態、風の流れ

    [image: ]
  
※通常の2ゾーン試験も可能です。
※SR機能は低温さらし移行時のみ動作します。高温さらしへの移行時には外気導入動作はしません。■細部に至るまで安全性を配慮

高温になりやすいケーブル測定孔など、人の手が触れる部分には断熱処理を施しているため、うっかり触れても安心です。細部に至るまで高いレベルの安全性を確保しています。


    [image: ]
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ClimeEvent で温度サイクル試験を実施するメリット


【評価事例】一般的な気槽式熱衝撃試験器と大型ClimeEventの比較データ


        [image: ]試料 重量 45 キロの自動車用モータ
      


車両用モーターやインスツルメントパネルなどの、温度変化のしにくい熱容量の大きな試料の温度サイクル試験にお勧めです。

        温度変化のランプレート制御が困難な熱衝撃試験装置において温度変化中に起こりがちな、槽内温度と試料温度の差、そして試料温度のバラツキを縮小することができます。



一般的な気槽式熱衝撃試験器の場合

槽内温度 ( 赤ライン ) と試料温度の乖離が大きい。また、試料部位ごとの温度にも差がある。


        [image: ]
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ClimeEvent の場合

槽内温度 ( 赤ライン ) と試料温度の差が小さい。また、試料部位ごとの温度差も比較的小さい。
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ご依頼の流れ



1


お問い合わせ

こちらのお問い合わせフォーム、あるいは直接お電話にてお気軽にご連絡下さい。

ご希望の試験条件や試料など分かる範囲で結構です。






2


ご提案

お客さまのご希望に合った最適な試験方法を提案致します。

また、必要に応じ試験に要する時間やご予算などもご都合に応じ調整致します。






3


予約

当社試験設備の使用状況、お客さまのご希望などを考慮の上試験日程の予約を行います。






4


お見積書作成

試験内容が確定しましたら正式なお見積書を発行致します。

お取引条件などのご希望がありましたらお気軽にご相談下さい。






5


依頼書ご記入

試験開始の前に、試験条件やお客さまのご希望内容などの再確認もかねて試験依頼書を作成致します。

所定の書式をご用意しておりますので、簡単な必要項目をご記入いただきます。






6


試験開始

ご依頼の内容に基づき厳重な品質管理のもとお客さまの試験を開始します。

試験時間が長期にわたる場合、ご希望に応じ経過報告やお客様の立ち合いなどもお受けします。






7


完了、試験結果ご報告

試験の終了後、分かりやすくまとめた試験結果の報告書を提出致します。

また、お客さま指定の報告書形式などのご希望があれば対応致しますので事前にご相談下さい。
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			加湿水殺菌装置



    [image: ]

    [image: ]・40℃ 95％にて連続運転約2週間経過後の比較[image: ]
  


水回路の詰まりの主原因である“ぬめり”。その正体は雑菌です。加湿水に使用する純水は塩素成分などが除去されているため、雑菌が発生しやすい環境にあると言えます。
加湿水殺菌装置では、サブタンク内に設置されたUV照射殺菌ランプを定期的に点灯することにより、加湿水の雑菌の増殖を抑制しトラブルを未然に防止します。

FXタイプには、サブタンクに紫外線照射式加湿水殺菌装置を標準装備しています。
※電源スイッチがONの場合、運転状況によらず定期的に照射します。
※紫外線照射時間は以下の通りです。
　ON時間：10分
　OFF時間：12時間
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			水回路のメンテナンス性が向上



水回路のトラブルは連続稼働をしている時よりも、装置停止後に時間を空けて加湿試験を実施する場合などに、残水の腐食などが起因となり発生しがちです。

ハイフレックスシリーズでは、装置停止時にも装置内に水が残り







給水タンクのメンテナンス



[image: ]カプラによる接続でワンタッチでタンクを取り外せ、残水の排水や清掃が容易です。

[image: ]タンクは丸ごと外せますので、清掃が容易です。







サブタンクのメンテナンス



[image: ]専用小扉の追加により、サブタンクへのアクセスが簡単に。

[image: ]サブタンク内の残水は排水コックで簡単排水。

[image: ]上蓋は固定ネジで簡単に取り外せます。





槽内に残水が残りにくい設定も可能

排水モードにより、排水のタイミングは以下表のように実行されます。

長期連続運転時は排水モードをOFFにすると節水できます。

装置稼働が断続的な場合などは、排水モードをONにする事で槽内の加湿水を積極的に排水する事ができ、未使用時の槽内雑菌繁殖を抑制できます。

排水モードは操作パネルで容易に設定変更可能です。




		排水モードOFFの場合	排水モードONの場合
	湿度運転停止/一時停止時	排水しない。ただし、停止/一時停止後1時間後に排水する。	停止/一時停止と同時に排水する。
	プログラム運転中、湿度STEPから温度STEP移行時	排水しない。ただし、さらに温度ステップが続いた場合排水する。	温度ステップに移行時、排水する。
	運転停止中		排水モードＯＦＦ時、ＯＮへの切り替えで排水する。
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[image: WINTECH]
気槽式ワイド型熱衝撃試験器




大型サンプルを屈曲や加工をせずにそのまま投入可能。
サンプルに余計なストレスをかけず、精度の高い温度サイクル試験が可能です。


    [image: ]
  


製品特徴

	パワーステアリングやインスツメルメントパネルなど、長さのある試料をそのまま投入可能な横長構造。
	EV用ハーネスなども屈曲させずに投入可能。試料に余計なストレスがかかりません。
	奥行き及び高さもしっかり確保。槽内への試料投入は容易の為、多量の試料を投入するのにも最適。
	振動によるストレスを最小限に抑えられる試料静止型(ダンパ方式)を採用。
	固定式の測定孔を標準搭載。通電試験や槽内試料の温度測定などにも最適。
	ETAC独自の循環構造により、横長でも高い温度特性を発揮。
	扉は両開き仕様(オプション)により最小限の開口径にでき、省スペースに対応。
	移動が容易な一体型構造採用。搬入や移設時に分割・再組立ての必要はありません。




■省スペース設計

扱い易い両開き扉。開口径を抑える事により装置前のスペースを確保。省スペースに貢献します。

    [image: ]
  



■迅速な温度復帰時間

    [image: ]

NT-P001温度復帰データ
低温:-55℃・30分／高温:+85℃・30分
試料:鉄20k　風上センサ




仕様表（温度範囲、内寸法はカスタマイズ可能ですのでお問い合わせください）

	型式	NT-P001	NT-N006	NT-I003
	低温温度範囲	－65℃〜0℃	－65℃〜－10℃	－20℃〜－40℃
	予冷温度範囲	－80℃〜0℃	－75℃〜－20℃	－30℃〜－70℃
	高温温度範囲 ＋60℃〜＋150℃	＋60℃〜＋200℃	＋70℃〜＋100℃	
	予熱温度範囲 ＋60℃〜＋200℃	＋70℃〜＋225℃	＋80℃〜＋150℃	
	内寸法（mm）	W1100×H600×D600	W1500×H600×D600	W1700×H850×D850
	外寸法（mm）	W2600×H2065×D2000	W2403×H1950×D2007	W2603×H2315×D2257
	内容量（L）	396	540	1228
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[image: HISPEC]
HISPEC Hタイプ特長





    [image: ]
  




        [image: ]
      


セラミック、各種金属等の無機材料やエンジニアリング・プラスチックの耐熱試験、高温寿命試験など、幅広い用途に適しており、安全かつ高精度で使用できます。




        [image: ]
      


■高性能・高精度！

MAX500℃まで60分～70分で到達し、エタック独自のPID制御によりオーバーシュートを解消しました。また、槽内の温度分布精度もすぐれています。

■安全性を重視した設計

	異常温度対応は、3重安全機構（温度過昇防止、上限設定温度、温度ヒューズ）になっています。
	高温時で長時間使用するため、扉はロック機構を採用しています。また、扉部のパッキンは二重になっており、高密閉構造となっています。


■使いやすいコントローラ

コントローラはハイスペックHT、HSシリーズと同じものを採用しているため、操作が簡単です。また、温調器の機能としては、2ステップのプログラム運転を標準装備、オートスタート／オートストップ機能、各安全装置動作時表示機能を装備しています。
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[image: HISPEC]
HISPEC Nタイプ特長
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   [image: ]
      


銅や銀電極を持つ部品の熱処理は、温度と酸化膜の関係に神経を使う作業でした。エタックが開発した高性能無酸化OVEN HT320Nは、これらの問題をランニングコストを低減させながら解消し、さらに無酸化状態（扉密閉）のまま、温度下降時間の短縮も実現しました。作業者の安全と生産性の向上を実現し、トータルコストダウンにも貢献します。
槽内の全溶接構造に加え、機器取り付け開口部に当社のオリジナル設計（pat.pend.）を盛り込み、高密閉チャンバを実現。この結果、N2ガスの使用量が大幅に削減できます。
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■残留酸素濃度100ppm以下をギャランティ

N2ガス使用量を従来比1／5に低減し、100ppm以下の残留酸素濃度を高精度に再現できます。
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■温度下降機構の改良により生産性向上

扉を閉めた状態での250℃からの温度下降能力は、従来器の1.5倍（当社比）の速さで作業可能領域まで達します。
※さらに下降時間を速くする場合は、水冷却機構（オプション）をご使用ください。
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■熱処理の歩留まりを向上する温度の均一性

温度分布性能は、±3.5℃（250℃set.時）をギャランティします。
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HISPEC HGタイプ特長
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ハイスペック シリーズHGタイプは、「安全はすべてに優先する」という考え方に基づく、溶剤乾燥用安全仕様高温器です。セラミックスの成型工程や代替フロン洗浄後の乾燥など、可燃性ベーパの発生を伴う熱処理や乾燥が安全に行えます。加熱処理・乾燥工程の安全対策としてご活用ください。
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■強制排気方式の採用

槽内送風は強制排気方式を採用しており、槽内で発生する可燃性ガスは槽内を巡回することなくすべて排気され、ガス濃度の上昇が抑制されます。

■ガス濃度警報器を標準装備

高温対策を施したガス濃度警報器を標準装備し、試験槽内を常時監視してガス濃度が爆発下限界以下の条件でのみ運転を行います。

■人に優しい安全設計

扉部は、使用者の使いやすさと安全を配慮し、シンプル＆セーフティロック機構を採用。また、無停電電源を装備し、停電時における一定時間の排気を継続します。

■随所に安全機構を装備

爆発ベント機構に代表される保安機能は、特殊内槽構造設計など、随所に安全を確立する機構を標準装備しています。
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HISPEC Kタイプ特長





    [image: ]
  


ハイスペック シリーズKタイプは、シリコーンゴムに代表される二次加硫用熱処理器として開発した熱風排気式高温器です。加硫時の析出物を効率よく槽外へ排出する一方向完全排気方式で、歩留りの良い加硫が行えます。槽内寸法と熱処理品の量を考慮して安全に使用してください。
※使用頻度に合せ、定期的にヒータ部の清掃が必要です。
※必ず排気ダクトに煙突を接続して使用してください。
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■加硫時の析出物を外部へ排出

強力なフレッシュエア吸い込み用循環機によって循環効率を高め、析出物を外部へ排出して二次加硫を行う専用器です。

■作業性の良い両開き扉

扉開閉による槽内温度の低下を抑え、熱処理作業の生産性を上げるため、両開き扉を標準仕様とし、扉の回転半径を半分に抑えました。

■オートスタート／オートストップ／ウェイト機能を標準装備

新しい制御器の開発により、オートスタート／オートストップ／ウェイト機能が充実。加硫のための操作が一切不要となりました。また、最初の条件設定はメモリされているため、次回からはワンタッチで操作が完了します。



豊富な実績から生まれた、高い生産性
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■短い温度上昇時間と均一な温度分布性能

加熱用ヒーターの高い熱交換効率と独自の熱風撹拌技術により、完全強制排気式でありながら短い温度上昇時間と均一な温度分布性能を達成しています。
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■両開き式扉を標準装備

扉を両開きにすることにより、供試品の取り出しなど槽内へのアクセスを容易にしました。また、片扉と比べ作業者の動きを最小限に抑えるため、ストレスを軽減すると共に作業効率も高めます。前方の開閉範囲が狭いため、限られた設置スペースも有効に活用できます。




        [image: ]
      


■専用ラックとラックカートにより効率をアップ（オプション）

専用のラック上に加熱処理する供試品をあらかじめセットアップすることで、供試品の入れ替え時間を短縮します。熱処理の作業効率を大幅に向上するとともに、槽内での作業を減らし安全性も高めます。



品質の向上
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吸気から排気まで、一方向の完全強制排気方式の採用により、加硫時の析出物を効率良く槽外へ排出。
残留した低分子量シロキサンなどを効率よく除去できるため、安定した品質と歩留まりの向上に貢献します。
※必ず排気口にダクトを接続して使用してください。

安全性とメンテナンス性を同時に実現
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常に新鮮な外気が加熱用ヒーターユニットを通過する、強制排気型を採用しているため、循環式に比べヒーターへの析出物の付着を大幅に軽減。
発煙や発火などの原因となりやすい付着物を抑えることで、高い安全性を確保するとともに、ヒータユニットや扉周辺のにおいや汚れも最小限に抑えています。
また、各ユニットへ容易にアクセス出来る構造になっているため、定期的な清掃と交換作業においても、高いメンテナンス性を実現しました。
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HISPEC Sタイプ特長
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ハイスペック シリーズSタイプは、熱処理または乾燥時に揮発性ガス（ベーパ）が発生する試料に適した爆発ベント付き高温器です。何らかの原因により槽内で爆発が起った場合、風圧を天井部へ抜く排気ベントが付いていますので、安全に使用できます。ただし、引火性のあるベーパが大量に発生する場合は使用できませんので、ご注意ください。
※ご使用にあたっては、必ず爆発限界濃度以下にしてください。
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■風圧を完全に排気するベントを装備

圧抜き開口部（ベント）を天井部に装備しています。そのため、万一槽内で爆発が起っても安全に排気します。

■安全性を考慮し、排気部は高さ1.8mまでをカバー

作業者に絶対影響を与えないため、排気部は床面から1.8mの高さまで、しっかりとカバーされています（#10S、#20S、#30Sはオプションの架台を含めて1.8m）。また、扉開閉用ロック機構は、十分な強度を維持しながら開け閉めが簡単に行える機構を採用しています。

■すぐれた操作性

温度設定から運転開始まで、軽快な操作感と分かりやすい操作手順は、ハイスペック シリーズ全モデルに共通する特長です。
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HISPEC 縦型特長
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■耐久性にすぐれたヒータユニット

シーズドヒータを標準装備することによって、より多くの試料を入れた場合でも安全かつ長期間連続使用できるようになりました。
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■運転中の扉開閉時の安全性を向上

高温運転中、扉を開けた場合、扉リミットスイッチが動作して循環ファンを停止させるため、作業者が熱風に吹かれることはありません。




        [image: ]
      


■ダイヤル式ダンパノブ

ダンパノブはダイヤル式となっているためダンパ開度が一目でわかり、操作感が一段と向上しました。また、誤ってダンパ開度が変わらないよう、ロック機構付としました。
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■制御機器に対する防熱化粧枠の採用

熱処理・乾燥作業の都合上、高温運転時でも扉の開閉は行われます。この時の熱雰囲気による制御機器への悪影響を防止するため、化粧枠を採用しました。




      


■省スペース設計

本体を縦型にし、排気口を天井部に配置。設置面積の省スペース化を実現しました。




      


■同時に多くの試料の熱処理が可能

熱風の循環はシロッコファンによる強制循環のため、試料の間隔が比較的少なくても十分な循環効率が確保できますので、同時に多くの試料の熱処理が可能です。
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HISPEC 横型特長
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■オーバーシュートの解消により、高精度な温度分布性能を実現

長年のチャンバ技術を活かした器内構造に加え、風量の多いプロペラファンを採用することによって循環性能を大幅に向上。±1.5℃（#30タイプ以上は±2.0℃）のすぐれた温度分布性能と高い安定性を実現します。
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■ヒータ部のユニット化によってコスト低減を実現

熱風循環効率を重視したエタックオリジナルのヒータ部は、ユニット化によって他の機種との共通化をはかり、コスト低減と組立て工程の標準化を実現しました。
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■目的に合せて機能の切り替えが可能

本体正面、左下部または左上部のベンチレーションダンパの切り替えにより、熱風循環機能と一方向熱風排気機能との使い分けが可能です。使用目的や試料の特性に合わせてご活用ください。
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■シンプルなメンテナンスゾーン

長期間運転におけるノントラブルを実現するため、徹底して使用部品を削減しました。その成果、メンテナンス対象が大幅に減少し、装置全体の信頼性が一段と向上しました。
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[image: HISPEC]
高性能・高機能




1：標準仕様で5つの運転パターンを装備

定値運転とオートスタート機能運転のほか、2ステップパターン運転1～3を標準仕様としています。また、これらのパターン運転はそれぞれメモリされるため2度目以降の運転はワンタッチで操作が完了します。

2：温度上昇時のオーバーシュート解消

エタック独自の最適PID値演算システムにより、あらゆる設定温度で高精度な制御を可能にしました。また、温度到達時の温度コントロール性能も一段と向上し、オーバーシュートを解消しました。
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ハイスペック シリーズの運転モード

これらのモードは操作パネルの＜パターン運転＞キーによって切り替わります。
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    注1）設定時間［－］［－］［－］［－］で連続運転となります。

    注2）各ステップの設定時間は0～99時間59分です。（工場出荷時0～999.9時間への単位切り替え可能）

    注3）（3）（4）（5）のパターン運転は繰り返し回数を1～999で運転できます。（リピート回数［－］［－］［－］で無限リピート）

    注4）（1）（3）（4）（5）の運転とオートスタート運転の併用ができます。

    注5）最終設定温度保持運転（HOLD運転）ができます。
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[image: HISPEC]
安全性




1：ハイスペックの異常温度対応は、3重安全機構です。
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2：インタロック端子を標準装備

温度異常時、高温器のヒータ回路を遮断しても発熱を伴う試料への通電を止めなければ槽内温度の上昇は止められません。ハイスペックシリーズでは、この様な時のためにインタロック端子を標準装備しています。（接点定格AC250V 6A）
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3：扉もどり防止機構を新採用

従来、高温運転時に試料の出し入れを行う際、開けた扉が自重でもどり、作業者の腕などに触れ火傷などの原因になる場合がありました。エタックはカム機構を持つ独自の扉ヒンジを開発し、扉を一定角度以上開けば、自重でもどらない高い安全性を確立しました。
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[image: HISPEC]
操作性
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1：設定操作が簡単

（1）対話式インタラクション
運転に必要な設定項目は＜メニュー＞キーを押す事により対話形式で順次提示されますので、これに従って設定値を入力していくだけで誰でも簡単に設定する事ができます。

（2）直感的グラフィック
運転に必要な設定項目を操作パネル左に、設定値入力部を右に配置し、両者が等号でつながるイメージでまとめ上げました。また、設定値入力用の横移動キーを取り除き、LED各桁と引き出し線で結ばれた［∧］キーにより、ダイレクトに各桁の数値を変更できるなど、より直感的な入力方法を採用しています。

（3）日本語表示
表示文字はすべて日本語とし、親しみやすく理解しやすいインタフェースです。

（4）簡単操作
設定時に使用するキーは4種類だけですから、少ない動作で設定することが可能です。また、取扱説明書がなくても触っているうちに自然に操作方法が分かるユーザフレンドリーなインタフェースによって、高度な機能を簡単に利用できるようにしました。

2：設定値常時表示

設定温度及び運転残時間のいずれかを常時表示していますので、現在の運転状況が一目で分かります。

3：軽快な操作感

凸型の操作キーやメニュー化された設定項目、明るく見やすいデジタル表示など、操作感をより一層高めました。

4：付属機能の充実

停電復帰保護機能、ヒータ出力モニタ機能、試験終了出力及びトラブル出力など、充実した付属機能でさらに便利になりました。

	停電時
	設定値と経過時間はバックアップされ、自動復帰しない。（表示は設定温度と残時間を交互に表示）


	ヒータ出力
	運転中1の位のキーを押すとその時のヒータ出力値を表示。
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5：誰もがが使うことを考慮して

操作説明シールを表示設定の要点をシールにまとめ、扉前面に表示しました｡初めて使う人でも説明書なしで基本的な操作を行うことができます。
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			加湿蒸気回収システム


[image: ]


試験中に加湿水が無くなると試験は中断してしまいます。

そこでエタックが注目したのは槽内と外気との圧力を調整する均圧孔。高温多湿運転時は均圧孔から噴出する蒸気が消費水量に大きく影響を与えます。エタックでは、この蒸気を独自のトラップ機構で回収しサブタンクに戻すことで大幅な消費水量低減を実現しました。

発生した蒸気を回収するため、排水の再利用と比較し水質への影響を最低限に抑えます。

○回収能力

水蒸気回収システムの回収効率は、槽内の温湿度状態が高温高湿状態（例えば85℃85％RH）であるほど高効率を示し、温湿度の低下に伴い効率は低下します。40℃/95%以下において、水蒸気回収システムの効率≒0となります。主に水蒸気圧の高い高温高湿運転時（60℃80％以上）に有効なシステムです。

85℃85％RH安定時における凝縮水の回収量は8〜16mL/hです。

○回収した凝縮水の水質

回収した凝縮水の電気伝導率は約10μs/cmです。
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